
印西市下水道事業の経営状況

令和６年１１月２２日（金）

印西市 上下水道部 下水道課



・印西市下水道事業は、手賀沼・印旛沼流域下水

道に接続する流域関連公共下水道として事業を実

施しており、令和５年度末時点で認可区域面積２，

０１９．９haのうち１，９４１．３７haが整備済み（整備

率９６．１％）で、水洗化率も９９．１％まで進んでい

ます。

・下水道利用の直近５年間の動きを見てみますと、

処理区域内人口は増加しているものの、有収水量

は令和２年をピークに減少傾向に転じています。

下水道事業の現況
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令和５年度 公共下水道事業決算状況

営業収益１２億３，７３４万２千円 営業外収益１７億６，０１４万７千円

■損益計算書【１年間の経営成績】

収益合計＝費用合計＋純利益＝３０億２，１６８万６千円

税抜

収益

営業費用２８億６０５万２千円
費用
+
純利益

営業外費用３，６４１万円

純利益は、今後かかる工事費等に備え積立します

■貸借対照表【公共下水道の財政状況】

固定資産４６８億２９６万５千円

固定負債２３億４，３００万４千 繰延収益４２９億４，０９０万５千円 資本２７億６，２２４万８千円

資産

負債
+
資本

資産合計＝負債合計＋資本＝４８８億６，４９５万３千円

特別利益２，４１９万７千円

特別損失１０万円営業利益は１５億６，８７１万円の赤字

流動負債２億３，９０６万３千円 剰余金５億７，９７３万３千円

流動資産 ２０億６，１９８万８千円
（うち現金預金 １７億９，３７３万６千円）

純利益 １億７，９２１万４千円

＊剰余金とは当期純利益と過去に発生した利益の積立金です



令和５年度 決算内訳【３条 収益的収支】
税抜■収 益 合 計 ３０億２，１６８万６千円

下水道使用料
１１億３，９８４万３千円

長期前受金戻入１６億９，０３９万６千円

■費 用 合 計 ２８億４，２４７万２千円

減価償却費１８億７，７９７万９千円
流域下水道負担金
６億１，１００万１千円

純利益 １億７，９２１万４千円

その他５５万８千円
雨水処理負担金９，７０２万９千円 他会計負担金６，９６６万２千円

特別利益２，４１９万８千円

支払利息３，１０１万円

職員給与費５，８４５万８千円 委託・修繕費２億２４４万５千円

その他

６，１５７万９千円



令和５年度 決算内訳【４条 資本的収支】
税込

■収 入 合 計 ２億３，０８１万６千円

企業債１億３，７２０万円
国庫補助金
５，０９０万円

不足額１億８，２８７万５千円

■支 出 合 計 ４億１，３６９万１千円

工事請負費・委託費１億９，３３１万５千円

資本的収入及び支出において、収入２億３，０８１万６千円、支出４億１，３６９万１千円となり、不足額１億８，２８７万
５千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，３８４万８千円及び引継金１億６，９０２万７千円で補
填しました。

企業債元金償還金
１億５，３０１万１千円

分担金及び負担金１７２万２千円

その他資本的収入２，８０４万５千円

流域下水道建設負担金３，７７６万５千円 職員給与費１，８８９万５千円

その他１，０７０万５千円

他会計負担金１，２９４万９千円



経営の健全性
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■水を処理する費用が、収益で賄えているか？ ■短期的な債務の支払い能力があるか？

■下水道使用料と起債残高の状況は？ ■汚水処理費が、収益で賄えているか？
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老朽化の状況
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■水洗便所を設置している汚水処理人口割合は？
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■減価償却がどれだけ進んでいるか？

■耐用年数を超えた管渠がどれだけあるか？ ■管路をどれだけ更新しているか？
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